
付表５．都道府県別、要介護２～５の認定者概数（2005 年）［平均自立期間試算の基礎資料］ 

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳～ 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳～
全国 64,100 110,700 147,900 139,500 203,900 51,100 106,800 196,800 319,100 782,600

北海道 2,900 5,200 7,000 6,600 9,900 2,400 4,900 8,600 14,600 33,800
青森 900 1,900 2,300 2,100 2,300 900 1,700 3,100 4,900 9,800
岩手 900 1,500 2,300 2,000 2,900 600 1,600 2,800 4,600 10,700
宮城 1,200 2,100 2,800 2,800 3,700 900 2,000 3,800 6,200 13,500
秋田 900 1,800 2,500 2,300 3,100 600 1,600 3,500 5,500 11,200
山形 800 1,200 1,900 1,900 2,700 400 1,100 2,700 4,500 9,500
福島 1,100 2,000 3,000 3,000 3,800 900 2,000 3,800 6,200 13,800
茨城 1,400 2,200 3,100 2,900 4,100 1,000 2,000 4,100 6,700 15,800
栃木 900 1,600 2,300 2,200 3,000 800 1,600 3,000 5,000 10,700
群馬 900 1,600 2,400 2,200 3,600 800 1,600 3,200 5,200 12,800

埼玉 3,400 4,900 5,900 5,000 7,200 2,600 4,600 7,700 12,100 27,800
千葉 2,600 4,100 5,000 4,700 6,800 2,000 3,900 6,900 10,900 26,600
東京 6,200 10,300 12,400 12,000 18,300 5,200 10,300 17,800 28,000 67,300
神奈川 4,100 6,500 8,200 7,300 10,900 3,200 6,500 10,700 16,400 39,900
新潟 1,300 2,500 3,600 3,400 5,300 900 2,200 4,700 8,500 20,900
富山 600 1,200 1,700 1,900 2,900 400 1,100 2,300 3,900 10,700
石川 500 900 1,500 1,500 2,400 400 900 1,900 3,300 9,400
福井 400 700 1,000 1,000 1,400 300 600 1,200 2,200 6,000
山梨 400 700 1,000 1,100 1,700 400 800 1,300 2,400 6,400
長野 900 2,000 3,100 3,400 5,100 900 1,800 4,000 6,800 17,600

岐阜 1,000 1,800 2,600 2,300 3,700 900 1,700 3,200 5,400 12,500
静岡 1,900 3,200 4,400 4,100 6,000 1,300 3,100 5,400 8,900 22,300
愛知 3,300 5,500 7,000 5,800 8,800 2,800 5,200 9,100 13,700 32,700
三重 1,000 1,900 2,600 2,400 3,500 900 1,900 3,500 5,500 12,900
滋賀 600 1,100 1,600 1,400 2,100 400 900 1,900 3,200 7,900
京都 1,300 2,300 3,100 3,000 4,900 1,100 2,400 4,400 7,300 19,400
大阪 5,500 8,100 9,400 8,200 11,000 4,400 8,200 13,200 19,900 47,100
兵庫 2,600 4,700 6,200 5,700 8,500 2,400 4,800 8,500 13,500 33,600
奈良 600 1,100 1,500 1,400 2,200 600 1,100 2,100 3,400 8,800
和歌山 600 1,100 1,700 1,600 2,200 400 1,200 2,300 3,600 9,000

鳥取 400 600 900 1,000 1,200 300 500 1,300 2,000 5,500
島根 400 1,000 1,300 1,400 2,500 400 800 1,700 2,800 8,100
岡山 1,000 2,200 2,800 2,700 4,000 900 1,800 3,400 5,900 15,800
広島 1,400 2,400 3,400 3,600 5,600 1,000 2,400 4,600 7,700 21,700
山口 800 1,600 2,000 2,100 3,200 500 1,300 2,700 4,500 12,700
徳島 400 1,000 1,200 1,200 1,800 400 900 1,700 2,500 6,500
香川 500 900 1,200 1,300 2,300 400 900 1,700 2,700 7,400
愛媛 900 1,700 2,300 2,300 3,200 700 1,700 3,100 4,900 12,100
高知 400 900 1,300 1,300 1,900 400 800 1,600 2,700 7,300
福岡 2,300 4,100 5,500 5,400 7,500 2,000 4,100 7,800 12,700 31,900

佐賀 400 700 1,000 1,000 1,600 300 700 1,400 2,600 6,800
長崎 600 1,400 2,100 1,900 2,800 500 1,200 2,500 4,400 11,000
熊本 800 1,600 2,400 2,400 3,700 500 1,400 3,100 5,200 14,700
大分 600 1,300 1,900 1,600 2,900 500 1,300 2,300 3,900 9,400
宮崎 500 1,000 1,500 1,500 2,400 400 900 1,900 3,300 8,000
鹿児島 1,000 1,800 2,600 2,500 3,700 800 1,800 3,500 5,900 15,000
沖縄 700 1,100 1,100 1,200 2,300 500 1,000 1,600 2,700 8,800
資料：介護給付費実態調査月報（平成17年10月審査分）

都道府
県

男 女
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（２）平均自立期間の算定法の詳細 

 平均自立期間の算定の流れとしては、①計算の準備、②生命表の計算、③自立・要介護の

生命表の計算、④平均自立期間の計算、⑤平均自立期間の区間推定の順である。なお、すべ

ての計算は性別である。 

 ①計算の準備では、対象集団の基礎資料から死亡率と要介護割合を求めるとともに、全国

の基礎資料から定常人口用と死亡率用の補正係数を求める。定常人口用の補正係数は、生命

表の生存曲線の形状に関するものであり、Chiang の生命表法の補正係数“ܽ”として簡略生

命表で広く使用されている。簡略生命表とは年齢階級が１歳間隔でなく、５歳間隔などの死

亡率に基づくものを指し、都道府県別生命表が代表例である。死亡率用の補正係数は、補正

係数“ܽ”が適用できない最終年齢階級（85 歳以上など）の補正法としてよく知られている

ものである。ここでは、定常人口用の補正係数とともに、死亡率用の補正係数をすべての年

齢階級に適用することによって、対象集団の死亡率が全国のそれと同じとき、対象集団の生

命表が全国の基礎資料のそれに一致するようにしている。 

 ②生命表の計算では、簡略生命表で標準的に使用されているChiangの生命表法を用いる。

死亡率（死亡率用の補正係数で除したもの）から死亡確率を求め、それに続いて、生存数、

定常人口を求める。 

 ③自立・要介護の生命表の計算では、Sullivan 法を用いる。年齢階級ごとに、定常人口に

（１－要介護割合）を乗じて自立の定常人口を、定常人口に要介護割合を乗じて要介護の定

常人口を求める。 

 ④平均自立期間の計算では、定常人口、自立の定常人口と要介護の定常人口をそれぞれ生

存数で除して、平均余命、平均自立期間と平均要介護期間を求める。 

 ⑤平均自立期間の区間推定では、平均余命、平均自立期間と平均要介護期間について、分

散の推定量を用いて、正規近似により近似的な 95％信頼区間を求める。 

 以上の算定法において、①～④と⑤の数式をそれぞれ付表６と付表７に示す。 
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付表６． 平 平均要介護期間の算定法  均自立期間と

：年齢（ここでは、65, 7 0, 85 歳のいずれか） 記号 0 ݔ, 75, 8
ݓ 

 

 ：最終年齢（ここでは、ݓ ൌ  85 歳）

： （ここでは、ݔ ൏ のとき ݓ ݊௫ ൌ 5、݊௪ ൌ ∞）  ݊
 

௫

௫ܦ

年齢階級の

： 歳未満の観察された死亡数 

幅

ݔሺ~ ݔ ൅ ݊ ሻ 
 ： 歳未満の補正された死亡率 

 ௫

ݔሺ~ ݔ ൅ ݊ ሻ 
： 歳未満の要介護割合 

 ݉௫

 

௫

ݔሺ~ ݔ ൅ ݊௫ሻ 
： ሺݔ ൅ ݊ ሻ 歳未満の要介護割合の分母（第１号被保険者数または人口） 

௫ߨ 

  ௫ܰ

 

~ ݔ
：

௫

 歳生存数 ݔ

： 歳未満の死亡確率 

 ݈
 

௫

ݍ
 

 ௫

௫ܮ

 

ݔሺ~ ݔ ൅ ݊ ሻ 
： 歳未満の定常人口 

௫

ݔሺ~ ݔ ൅ ݊௫ሻ 
： ሺݔ ൅ ݊௫ሻ 歳未満の定常人口用の補正係数 

 

 ܽ௫

 

~ ݔ
： 均余命  ݁

 
௫

௫ߦ

 ௫ߟ

歳の平 ݔ

： 均自立期間  ݔ 歳の平

  歳の平均要介護期間 ݔ：

①計算の準備 

、௫ܦ、     ௫ܰ、ߨ௫（または要介護者数）、全国の死亡率と生命表が得られている。 人口

    ݉௫の補正された死亡率を、（ܦ௫／人口）／（死亡率用の補正係数）で求める。 

      死亡率用の補正係数は、全国の死亡率における観察値／理論値で求める。 

     全国の死亡率の理論値 の生命表の生存数と定常人口から求める。  は、全国

    ܽ௫の定常人口用の補正係数 ሺݔ ൏ ሻを、全国の生存数かݓ 亡確率を求め、 ら死

      それらと定常人口から求める（式１を参照）。ܽ௪ ൌ 1 とする。 

②生命表 計算の  

݉、௫をݍ     と 。  ௫ ܽ௫から下式で求める

௫ ൌ
݊௫ · ݉௫ 

݊௫ · ሺ1 െ ܽ௫ሻ · ݉௫

 
ݍ 1 ൅

ݔ）  ൏ ݓ のとき） 

௪ݍ 

݈଺ 00 00
    ݈ を、 と 求める。 

ൌ 1 
    ହ ൌ 1 ,0 とおく（任意の値でよく、平均自立期間の算定結果に影響しない）。 

 

௫ ଺

ା ൌ ݈ · ሺ1
、௫をܮ      

݈ ହ ௫から下式でݍ

݈ െ ݍ ሻ  ௫ ௡ೣ ௫ ௫

݈௫、ݍ௫、ܽ から下式で求める。

ൌ ݊ 1 െ ௫ሻݍ ൅ ܽ௫ ·  ௫ሽݍ

 

௫

௫ܮ ௫ · ݈௫ · ሼሺ
௪ܮ ൌ ݈௪ ݉௪⁄   

ݔ）  ൏ ݓ のとき）  （式１） 

  

③自立・要介護の生命表の計算 

    自立と 常人口を下式で求める。 要介護の定

歳未満の自立の定常人口 ൌ ݔሺ~ ݔ   ௫ሻߨ ൅ ݊௫ሻ ܮ௫ · ሺ1 െ
ݔሺ~ ݔ  ൅ ݊௫ሻ 歳未満の要介護の定常人口 ൌ ௫ܮ ·  ௫ߨ

 

  

④平均自 期 の 算 立 間 計

    ݁௫、ߦ める。ここで、∑  は ݕ ൒ の和を表す。 ௫ ݔ ௫

݁ ൌ ൛∑ ௬ܮ ݈௫⁄   

൯ൟ  ݈௫⁄   

ߟ、 を下式で求

ൟ   ௫

௫ߦ ൌ ൛∑ ௬ܮ · ൫1 െ ௬ߨ

௫ߟ ൌ ൛∑ ௬ܮ · ⁄௬ൟ  ݈௫ߨ   
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付表７． 平均自立期間と平均要介護期間の区間推定法 

記号：付 の通り。 表６

 Vሼ·ሽは分散の推定量を表す。 

計算の準備： 

    死亡確率の分 下式で与える。 散推定量を

௫ሽ ൌ
ݍ ଶሺ1 െ ௫ሻݍ

௫ܦ

 
Vሼݍ ௫

ݔ）  ൏ ݓ のとき） 

 Vሼݍ௪ሽ ൌ 0  

    要介護割合の を下式で与える。 分散推定量

Vሼߨ௫ሽ ൌ
௫ሺ1ߨ െ ௫ሻߨ

௫ܰ

 
  

平均余命の 95％信頼区間： 

    平均余命の分 で、∑ は ݔ ൑ y ൏ の和を表す。 散推定量を下式で与える。ここ  ݓ

Vሼ݁௫ሽ ൌ
∑ ݈௬

ଶ ቄ൫1 െ ܽ௬൯݊௬ ൅ ݁௬ା௡೤ቅ
ଶ

V൛ݍ௬ൟ
݈௫

  ଶ

 

ݔ）  ൏ ݓ のとき） 

 
Vሼ݁௪ሽ ൌ

ሺ1 െ ݉௪ሻ ݉௪
  ଶ⁄

௪ܦ
  

        平均余 ％信頼区間を下式で与える。 命の近似的な 95

݁௫ േ 1.96 · ඥVሼ݁௫ሽ  

平均自立期間の 95％信頼区間： 

    平均自立期間 で与 。こ ݕ  ∑、   を表す。 の分散推定量を下式 える こで  は ݔ ൑ ൏ ݓ の和

Vሼߦ௫ሽ ൌ
∑ ݈௬

ଶ ቄ൫1 െ ܽ௬൯݊௬൫1 െ ௬൯ߨ ൅ ௬ା௡೤ቅߦ
ଶ

V൛ݍ௬ൟ
݈௫

ଶ

 

൅
∑ ௬ܮ

ଶV൛ߨ௬ൟ ൅ ௪ܮ
  ଶVሼߨ௪ሽ

݈௫
ଶ  

ݔ ）  ൏ （のとき  ݓ

 
Vሼߦ௪ሽ ൌ

ሺ1 െ ௪ሻଶሺ1ߨ െ ݉௪ሻ ݉௪
ଶ⁄

௪ܦ
൅

ܸሼߨ௪ሽ
݉௪

ଶ  

        平均自 な 95％信頼区間を下式で与える。 立期間の近似的

௫ߦ േ 1.96 · ඥVሼߦ௫ሽ  

平均要介護期間の 95％信頼区間： 

    平均要介護期 下 与 、 の和を表す。 間の分散推定量を  ݓ 式で える。ここで ∑ は ݔ ൑ ݕ ൏

Vሼߟ௫ሽ ൌ
∑ ݈௬

ଶ ቄ൫1 െ ܽ௬൯݊௬ߨ௬ ൅ ௬ା௡೤ቅߟ
ଶ

V൛ݍ௬ൟ
݈௫

 ଶ

 

൅
∑ ௬ܮ

ଶV൛ߨ௬ൟ ൅ ௪ܮ
ଶVሼߨ௪ሽ

݈௫
ଶ  

ݔ ） ൏  （のとき  ݓ

 
Vሼߟ௪ሽ ൌ

௪ߨ
ଶሺ1 െ ݉௪ሻ ݉௪

  ଶ⁄
௪ܦ

൅
ܸሼߨ௪ሽ

݉௪
ଶ  

        平均要 な 95％信頼区間を下式で与える。 介護期間の近似的

௫ߟ േ 1.96 · ඥVሼߟ௫ሽ  
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